G enkiLife

BRE: MLH1 D9 RE/ 4 O—F IS
H42O05HBS: AMMS82444

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

nIRTEE

BzFE
Rl&
B{zFID
SwissProt ID
RER

CET=]
B5T

YURE/ Y A—FILK

ReH

WB,IHC,ELISA,FC

NG

IEHIR

HKEIE

Mouse IgG1

®/90—F+1L

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

KER

0.05%7 2+ b L%EET PBS hOFERIIAK
TI4 =T 4 — R

WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ミスマッチ修復エンドヌクレアーゼPMS2とヘテロ二量体を形成し、DNAミスマッチ修復系の一部であるMutLαを形成する。MutLαがMutSβおよびいくつかの補助タンパク質と結合すると、MutLαのPMS2サブユニットがDNAミスマッチ近傍に一本鎖切断を誘導し、エキソヌクレアーゼによる分解の入り口となる。この遺伝子によってコードされるタンパク質はDNA損傷シグナル伝達にも関与しており、DNAミスマッチ修復タンパク質MLH3とヘテロ二量体を形成し、減数分裂に関与するMutLγを形成する。この遺伝子は、遺伝性非ポリポーシス大腸癌（HNPCC）において高頻度に変異する遺伝子座として同定された。[RefSeq提供、2017年8月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）、Jurkat（2）、A431（3）、HepG2（4）、およびMCF-7（5）細胞溶解物に対するMLH1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	MLH1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	MLH1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	MLH1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。

